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日常に潜む火災の危険
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詳細　消防本部予防課 ☎ 058-382-3137

今
か
ら
で
き
る
！
火
災
対
策

　

春
先
は
、
空
気
の
乾
燥
と
強
風
が
重
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
、
火
災
が
多
く

発
生
し
、
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
季

節
で
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
に
は
、「
火
災
の
危
険
」
を

常
に
意
識
し
た
行
動
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
火
災
の
原
因
と
、
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

普
段
、何
気
な
く
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、

火
災
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
う
ち

は
大
丈
夫
…
」
そ
ん
な
油
断
が
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
も
。
あ
な

た
は
普
段
か
ら
ど
の
く
ら
い
意
識
で
き
て

い
ま
す
か
？
身
の
回
り
に
潜
む
危
険
を
調

べ
る
た
め
、
次
の
６
項
目
で
、
市
内
の
方

に
街
頭
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
寝
た
ば
こ
を
す
る

②
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
カ
ー
テ
ン
が
あ
る

③
コ
ン
ロ
の
そ
ば
に
油
、
布
巾
な
ど
燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る

④
タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
る

⑤
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
な
ど
、
火
気
の
そ
ば

に
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る

⑥
軒
下
な
ど
に
新
聞
な
ど
を
積
ん
で
い
る

 
平
成
27
年
救
急
統
計
（
速
報
値
）     

火
災
の
多
く
な
る
季
節

　

平
成
27
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
、

５
６
８
１
件（
そ
の
う
ち
、病
院
へ
の
搬
送

は
５
３
１
８
人
）
で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
グ

ラ
フ
①
の
と
お
り
で
す
。急
病
、け
が
、交
通

事
故
、転
院
搬
送
で
約
96
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、救
助
で
の
出
動
件
数
は
69
件
で
、

平
成
26
年
よ
り
18
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

救
急
指
令
課
☎
０
５
８（
３
８
２
）

３
５
９
６

①救急出動内容 ②出動件数の推移

コ
ン
ロ
周
り

30
票

交通事故
629 件

けが
788 件

その他
249 件

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、「
コ
ン
ロ
の
そ

ば
に
油
、
布
巾
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
る
」
が
30
票
で
１
位
、
２
位
が
「
タ
コ

足
配
線
を
し
て
い
る
」
で
28
票
、
３
位
が

「
家
の
周
り
に
新
聞
紙
、
雑
誌
な
ど
が
あ

る
」
で
10
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
日
使
い
、
直
接
の
火
種
と
な
る
こ
コ

ン
ロ
や
、無
意
識
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

た
こ
足
配
線
、
放
火
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

り
う
る
、
家
の
周
り
に
置
か
れ
た
新
聞
紙

者
が
１
人
、
損
害
額
の
合
計
は
、
昨
年
よ

り
８
４
４
３
万
５
千
円
増
加
し
た
、
１
億

４
０
８
２
万
９
千
円
で
し
た
（
損
害
額
は

速
報
値
）。

　　

平
成
16
年
６
月
に
、
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
寝
室
と
、
寝
室
の
あ

る
階
の
階
段
上
部
な
ど
へ
の
設
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
も
、
設

置
済
み
の
方
は

日
ご
ろ
の
点
検

を
、
未
設
置
の

方
は
、
早
期
の

設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

50
人
に
聞
き
ま
し
た

油
断
が
招
く
火
災

内
容

件
数
（
前
年
比
）

建
物
火
災

20
（
+7
）

車
両
火
災

３
（
-2
）

船
舶
火
災

０
（
-1
）

そ
の
他
火
災

17
（
-9
）

火
災
内
容
の
内
訳
（
27
年
）

原
因

件
数
（
前
年
比
）

コ
ン
ロ

３
（
+3
）

火
入
れ
・
野
焼
き

３
（
±0
）

放
火

３
（
+2
）

放
火
の
疑
い

３
（
+1
）

火
災
の
主
な
原
因
（
27
年
）

　消防本部 予防課
佐藤昌

ま さ き

樹 消防副士長

消
防
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
あ
る
よ
う

に
、
住
宅
火
災
の
原
因
は
、
コ
ン
ロ
か
ら

の
出
火
や
、
家
の
周
り
に
置
か
れ
た
可
燃

物
へ
の
放
火
な
ど
が
高
い
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

特
に
コ
ン
ロ
は
、
市
内
の
火
災
原
因
で

も
常
に
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
は
、
近
く
に
あ
っ

た
可
燃
物
へ
の
引
火
や
消
し
忘
れ
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。
料
理
中
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
布
巾
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
油
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
、
グ
リ
ル
内
を
き
れ
い
に
す
る
な

ど
、
コ
ン
ロ
の
周
り
は
、
常
に
整
理
整
頓

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
着
衣
の

着
火
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

コ
ン
ロ
に
よ
る
も
の
に
限
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
の
火
災
は
「
意
識
す
る
」
こ
と
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
身
の
身
の
回
り

を
改
め
て
振
り
返
り
、
日
ご
ろ
か
ら
防
火

意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

素
早
く
、
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

に
も
、
消
火
器
の
置
き
場
所
や
使
い
方
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
さ
ら
に
避
難

方
法
を
複
数
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
早
い
段
階
で
の
感
知
・
消
火

が
可
能
に
な
り
、
火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

全
国
で
発
生
し
た
建
物
火
災
の
、
約
６

割
は
住
宅
火
災
で
す
。
住
宅
火
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
そ
の
原
因
の
半
数
が
「
逃
げ
遅

れ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、全
国
、

市
内
を
見
て
も
、
火
災
の
件
数
、
損
害
額
、

死
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

火
災
の
被
害
者
の
う
ち
、
高
齢
者
の
割
合

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、平
成
27
年
に
40
件
の
火
災
が

発
生
し
、う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

火
災
に
よ
る
被
害
の
現
状

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切

ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
た
！

潜
在
す
る
危
険
１
位
は「
コ
ン
ロ
周
り
」

転院搬送
467 件

あ
に

なた
潜む日常 火

　3月 1日～ 7日は
春季全国火災予防運動大は !?夫丈

災 険危の
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火
災
の
原
因
と
な
る
代
表
的
な
危
険

や
雑
誌
な
ど
、こ
れ
ら
日
常
の
習
慣
が
、
い

つ
火
災
の
引
き
金
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
思
わ

ぬ「
火
災
の
危
険
」が
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
危
険
を
遠
ざ
け
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
１
位
の
コ
ン
ロ
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
の
危
険
性
と
火
災
対
策
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
消
防
士
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

家
の
周
り

10
票

タ
コ
足
配
線

28
票

寝
た
ば
こ

６
票

ス
ト
ー
ブ

６
票

ろ
う
そ
く

４
票

庁舎に訪れた方にアンケートをとりました（写真右）。コンロの火
による引火の恐れがあり、大変危険です（写真左）。

急病
3548 件
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クレジットカードで
市税の納付がますます便利に！

役
割
が
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
と
、
ま
ず
は

見
習
い
か
ら
と
「
各
務
原
市
情
熱
宣
伝
大

使
見
習
い
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
情
熱
宣
伝
大
使
見
習
い
と
な
っ
た「
ら

ら
ら
」
は
、
短
文
投
稿
サ
イ
ト
「
ツ
イ
ッ

タ
ー
」
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
で
ア

カ
ウ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
自
身
の
活
動
や
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い
き
ま
す
。

◆
納
付
の
た
め
に
、
出
か
け
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん

◆
現
金
が
手
元
に
な
く
て
も
、
納
付
が
で

き
ま
す

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
所
定
の
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す

　

利
用
可
能
な
カ
ー
ド
は
次
の
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
が
入
っ
た
カ
ー
ド
で
す
。

■
今
回
新
た
に
始
ま
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
公
金
支
払
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
も
の
で

す
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
市
の
窓
口
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん

■
利
用
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

市マスコットキャラクター

市情熱宣伝大使に就任！
詳細　ブランド創造課　☎ 058-383-9925

　

平
成
14
年
４
月
に
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た
桜
の
妖

精
「
ら
ら
ら
」。
こ
れ
ま
で
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
し
て
、
魅
力
の
発

信
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
の
Ｐ
Ｒ
に
励
み
、
自
身

の
人
気
を
獲
得
す
る
た
め
、
か
わ
い
い
姿

に
お
化
粧
直
し
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
市
内
の
観
光
施
設
な
ど
を
訪
問
し
た

り
し
て
、
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

　

１
月
下
旬
に
は
、生
ま
れ
変
わ
っ
た「
ら

ら
ら
」
が
、
報
道
陣
を
前
に
「
が
ん
ば
り

ま
す
！
」
と
宣
言
。
浅
野
市
長
に
「
何
か

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
を
納
め
る
に

は
、給
与
や
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
ほ
か
、

納
付
書
を
使
っ
て
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
市
役
所
で
支
払
う
か
、

口
座
振
替
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
に
加
え
、
平
成
28
年
４

月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
対
象
科
目
、
開
始

時
期
な
ど
は
左
表
参
照
）。
24
時
間
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
納
付
で
き
る
た
め
、
非

常
に
便
利
で
す
。

　

ら
ら
ら
は
、
頭
の
ア
ン

テ
ナ
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
集
め
、
大
き
な
翼
で
ど

こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
ら
ら
ら
は
、
次

の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
予
定
。
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
山
市
各
務
原
市
ご
当
地
じ
ま
ん
ま
つ
り
】

期
日　

２
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

場
所　

河
川
環
境
楽
園
（
川
島
笠
田
町
）

【
い
な
り
ん
ピ
ッ
ク
】

期
日　

３
月
12
日
（
土
）

場
所　

豊
川
市
総
合
体
育
館
（
愛
知
県
豊

川
市
諏
訪
）

【
鵜
沼
宿
春
ま
つ
り
】

期
日　

３
月
13
日
（
日
）

場
所　

中
山
道
鵜
沼
宿
一
帯（
鵜
沼
西
町
）

　

ら
ら
ら
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
お

出
か
け
し
ま
す
。
子
ど
も
会
の
行
事
な
ど

に
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
と
詳
細　

メ
ー
ル
＝tourism

@
kak

am
igahara.gifu.jp

ま
た
は
電
話
で
、
ブ

ラ
ン
ド
創
造
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）９
９

２
５

　
「
ら
ら
ら
」
も
や
っ
と
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
た

ら
ら
。
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
・
友
達
申

請
を
し
て
ほ
し
い
ら
ら
。

【
ら
ら
ら
の
ア
カ
ウ
ン
ト
】

▼
ツ
イ
ッ
タ
ー
＝
＠rarara20020401

▼
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
＝
ら
ら
ら

見習い

市マスコットキャラクター

らららららら
市情熱宣伝大使に就任！

詳細　税務課☎ 058-383-4703

平成28年4月から

納付金額 手数料（税込）
1 円～ 10,000 円 54 円

10,001 円～ 20,000 円 162 円
20,001 円～ 30,000 円 270 円
30,001 円～ 40,000 円 378 円

以降10,000 円増えるごとに、108 円ずつ
加算されます

科 目 期 別 開始時期 備 考

固定資産税・
都市計画税

第 1期～
第 4期 4月

お手元に納付書
が届いてから、
納付書に記載の
納期限の日まで
利用できます。

軽自動車税 第 1期 5月

市県民税
（普通徴収）

第 1期～
第 4期 6月

国民健康保険料
（普通徴収）

第 1期～
第 10 期 6月

手数料は、納付金額の 10,000 円を超える
部分に対して、10,000 円ごとに 108 円（税
込）が加算されます。

【表：決済手数料】

【表：対象科目】
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クレジットカードで
市税の納付がますます便利に！

▲らららが報道陣に抱負を語る（写真左）・
市長に役割をもらう、ららら（写真右）

市
情
熱
宣
伝
大
使
見
習
い

に
任
命

か
わ
い
い
姿
に
変
身
！

積
極
的
に
情
報
発
信

ら
ら
ら
に
会
い
に
来
て
ね

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

呼
ん
で
く
だ
さ
い

「
ら
ら
ら
」
の
お
ね
が
い

アメリカン
エクスプレス

ダイナース
クラブ

マスターカード

【利用可能なカード】

ジェイシービー

ビザ
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　加佐美神社や市が所蔵する文
化財、周辺の建造物を 1 日限定
で公開します。加佐美神社周辺を
歩いて巡る「蘇原の史跡ウオーキ
ングツアー」も同時に開催します。
日時　3 月 6 日（日）　10:00 ～
15:00（ウオーキングツアーは
13:00 ～ 1 時間半程度）
場所　加佐美神社周辺（蘇原古
市場町 5）
備考　 ▽いずれも申込は不要で
す ▽ ウオーキングツアーは当
日、加佐美神社拝殿前にお集ま
りください ▽駐車場は加佐美神
社境内を利用できます
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

（当日は歴史民俗史料館☎ 058-
379-5055）

春の文化財一斉公開
加佐美歴史散歩

　会員で薬剤師でもある講師が
薬に関する発表を行います。
日時　2 月 28 日（日）　9:30 ～
場所　産業文化センター 4 階第
1 学習室（那加桜町 2）
内容　「お薬のあれこれ」天野
桂子（市文化財を守る会理事）
詳細　市文化財を守る会・大堀
☎ 058-383-6935

市文化財を守る会
「学習発表会」

受 講 期 間　4 月 4 日 ～ 6 月 10
日（各教室 8 回）
日程　右表のとおり
費用　親子教室 6000 円、その
他 5700 円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンターにある申込
書（市ウェブサイトからもダウ
ンロード可）に記入し、2 月 15
日～ 3 月 4 日にいずれかの窓
口または郵送で、〒 509-0143
鵜沼小伊木町 4-300、市民プー
ル、または 2 月 28 日～ 3 月 4 日
に　 058-370-6507（要送付確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納入

▽受講料の返金はできません ▽親
子教室は、オムツのとれた幼児（3
歳児まで）と保護者が対象 ▽ 小
学生・幼児・ミックス教室は、
保護者が申込 ▽ 右表の曜日に
※がついた教室は市民優先教
室（空きがある場合のみ、3 月
20 日から市外の方の申込を受
付） ▽抽選日は印鑑・受講料を持
参し、抽選 10 分前までに来場 ▽

教室の途中変更不可 ▽妊婦の申
込不可 ▽ 教室前後の遊泳無料。
ただし幼児は保護者同伴 ▽定員
に満たない教室は追加募集あり
詳細　市民プール☎ 058-370-6
506

市民プール
第 1期水泳教室

教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1

成人
月

10:30 ～ 11:30
成人の男女

30 人

9:00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
13
日（
日
）

2 火
20 人

3 金 20:00 ～ 21:00

4
ヘルシー

水
10:30 ～ 11:30 成人の男女 20 人 9:20

5 金
6 マスターズ 火 10:30 ～ 11:30 成人の男女 10 人 9:20

7
アクアビクス

火 13:30 ～ 14:30
女性 35 人 9:40

8 土 19:00 ～ 20:00

9 親子 土 10:30 ～ 11:30
幼児と保護者
（備考参照）

25 組
50 人

10:00

10

幼児

月※

16:00 ～ 17:00

　 平成 22 年
　 　4 月 2 日～
　 平成 25 年
　　 4 月１日に
　  生まれた方

30 人

10:15

11 火 10:30

12 水 10:45

13 金 11:00

14 土 14:30 ～ 15:30 11:15

15

ミックス

月

17:00 ～ 18:00
　 幼児（年中 ･
　 年長向き）

と
　 小学生（低学
　 年向き）

45 人

11:35

16 火※ 13:00

17 水 13:25

18 金 13:50

19 土 15:30 ～ 16:30 14:15

20 土 16:30 ～ 17:30 14:40

21

小学生

月

18:00 ～ 19:00
小学生 45 人

15:05

22 火 15:30

23 水※ 15:55

24 金 16:20

25 土 17:30 ～ 18:30 16:45

第 1 期水泳教室一覧

　認知症予防を目的とした高齢
者向けの教室で、教材を使用し
た簡単な「読み書き」・「計算」
の学習サポートしていただける
方を募集します。
活動日時・場所　 ▽ 火曜＝蘇原
福祉センター（蘇原吉新町 2）

▽水曜＝総合福祉会館（那加桜
町 2） ▽ 木曜＝鵜沼東福祉セン
ター（鵜沼山崎町 4）　いずれ
も 9:00 ～ 12:00
対象　高齢者の認知症予防に理
解と意欲のある方で、おおむね
30 歳～ 60 歳の方
定員　若干名
備考　事前研修があります
申込と詳細　2 月 26 日までに
介護保険課☎ 058-383-2124

脳のパワーアップ
教室サポーター募集

FAX

日時　3 月 9 日（水）　11:30 ～
13:00
場所　総合福祉会館 3 階集会室

（那加桜町 2）
対象　市内在住の方
申込と詳細　2 月 26 日までに
市社会福祉協議会ファミリー・
サポート・センター☎ 058-383-
7610

ファミサポ交流会
親子でおやつ作り

雇用期間　平成 28 年 4 月 1 日
～平成 29 年 3 月 31 日のうち 25
日間（原則 1 年、継続の場合あり）
募集人数　1 人
職務内容　伊木山の遊歩道整
備、草刈など
備考　 ▽ 募集条件、勤務条件は
お問い合わせください ▽定員に
満たない場合は、受付期間後も
随時募集します
申込と詳細　2 月 16 日～ 28 日
に少年自然の家☎ 058-370-5280

少年自然の家
臨時職員募集

【50 ｍ走タイム測定】
部門・定員　

△

幼児（5 ～ 7 歳）、
小学校低学年＝ 100 人

△

小学
校高学年、一般＝各 50 人

【100 ｍ走タイム測定】
部門・定員　

△

小学校高学年、
中 学 生 ＝ 各 100 人

△

高 校 生、
一般＝各 50 人

【800 ｍ走タイム測定】
部門・定員　小学校高学年＝
100 人

【共通事項】
日時　3 月 19 日（土）　10:00 ～
16:00（小雨決行）
場所　総合運動公園第 4 種公認
陸上競技場（下中屋町）
費用　200 円（高校生以下100 円）
申 込 と 詳 細　3 月 4 日　17:00
ま で に 直 接、 ま た は 申 込 用
紙をファクスでスポーツ課☎
058-383-1231　058-389-0218

50・100・800 ｍ走
タイム測定会

FAX

【イングリッシュ・バス・ツアー
2016】
　市国際交流員、外国人講師と
一緒に、英会話と小旅行を楽し
む日帰りバスツアーです。
日時　3 月 22 日（火）　8:00 ～
17:30（雨天決行）
場所　甲賀の里忍者村（滋賀県
甲賀市）ほか（中央図書館北側
集合・解散）
定員　35 人（申込順）
費用　一般 5000 円、国際協会
会員 4000 円（当日支払・昼食
費含む）
申込期限　3 月 4 日（必着）

【国際交流料理講座「フィッシュ
in ブラジル」】
　ブラジル北部の
町、サルバドール
の郷土料理アカラ
ジェを作ります。
白身魚のスープ、
ムケッカも一緒に作ります。　
日時　3 月13 日（日）　10:00～
13:00
場所　産業文化センター 4 階料
理室（那加桜町 2）
対象　大学生以上
定員　24 人（申込順）
費用　一般 1500 円、国際協会
会員 1000 円
申込期限　3 月 1 日（必着）

【共通事項】
申込と詳細　申込期限までに

「郵便番号、住所、氏名、ふり
がな、携帯電話番号、国際協
会の会員かどうか」を明記し、

▽ メール＝件名をそれぞれの
講座名「イングリッシュ・バ
ス・ツアー」または「国際交
流料理講座」として、kia@city.
kakamigahara.gifu.jp ▽ 往 復 は
が き ＝ 〒 504-8555 那 加 桜 町
1-69、ブランド創造課内国際協
会事務局☎ 058-383-1426

各務原国際協会
バスツアー・料理講座

　鵜沼宿春まつりに合わせて開催
する「きものコレクション」に参加
し、フォトコンテストのモデルを
していただける方を募集します。
日時　3 月 13 日（日）　9:00 ～
15:00（準備含む）
定員　35 人（申込順）
内容　きもの行列、きものショー、
街道散策
備考　 ▽ 着物、足袋、長襦袢を
持参（大人用の着物のみ貸し出
し可） ▽ 3 月初めに事前打ち
合わせあり ▽ 撮影写真は、後日
フォトコンテストに使用
申込と詳細　2 月 17 日　9:00 ～
28 日　17:00 に歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

鵜沼宿姫街道
きものモデル募集

日時　3 月 4 日・11 日・18 日・
25 日　いずれも金曜日　15:30 ～
17:00（全 4 回）
対象　成人男女
定員　16 人（申込順）
費 用　2000 円（ 保 険 料 含 む、
トレーニング講習会未受講の方
は、別途 250 円が必要）
持参品　トレーニングシューズ、
飲み物、タオルなど
備 考　 ▽ 2 月 29 日 の 時 点 で、
申込者が 5 人以下の場合は中止

▽一度納入された受講料は返金
できません（市民プールの都合
で中止となった場合は返金）
申込と詳細　2 月 15 日　10:00 ～
費用を持参し、市民プール（鵜
沼小伊木町 4）☎ 058-370-6506

市民プール健康
トレーニング教室
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【一部区間を通行止め】
　下記区間（赤線）は通行止
めになります。う回路として、
国道21号などをご利用ください。
日 時　3 月 6 日（ 日 ）　9:20 ～
12:10

【路線バスの運行について】
　下記のとおり一部区間で運行
を変更・運休します ▽名鉄バス
＝ 一 宮 9:21 ～ 11:21 発、 川 島
9:29 ～ 11:59 発の「川島」「川
島学校前」「松倉口」は臨時バ
ス停「川島振興事務所」を、「川
島口」は「臨時川島口」を利
用 ▽ 岐阜バス＝名鉄岐阜 8:54
～ 11:04 発、「川島振興事務所」
止め。川島松倉 10:00 ～ 12:10
発は、「川島松倉」「松倉口」「川
島中学校前」は休止し、「川島
振興事務所」より運行。
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

【ふれあいバス】
　下記のとおり一部運行を変
更します。

▽ 稲羽線＝各務原市役所駅前
（9:30）発は運休 ▽ 川島線＝新

那加駅北口発第 2 便は、川島小
学校前（9:24）～自衛隊前（9:55）
間は運休し、招魂社前（9:22）
から各務原市役所前駅へ直行。
各務原市役所前駅発第 2 便は、
各務原市役所前駅（10:15）～
川島小学校前（10:51）間は運
休し、招魂社前（10:52）より
運行
詳 細　商工振興課☎ 058-383-
9912

シティマラソンに伴う
交通規制にご協力を

【航空宇宙科学博物館は開館】
　博物館周辺がマラソンコー
スとなり、午前は進入禁止区
域になりますが、博物館は休
まず開館します。
詳細　かかみがはら航空宇宙科
学博物館☎ 058-386-8500

　病児保育園「こあら」では、
病気のため、幼稚園や学校など
に通えないお子さんを専用の保
育室でお預かりします。ご利用
には、毎年登録が必要です。
開設日時　月～金曜日　8:00 ～
18:00
場所　東海中央病院敷地内  病児
保育園「こあら」（蘇原東島町 4）
対象　市内または市と協定を結
んだ市町村に住所がある 0 歳～
小学３年生までの児童
費 用　1 人 1 日 2000 円（給食
は申し出があれば 300 円）
申込　子育て支援課で事前登録
し、その後利用したいときに、
病児保育園「こあら」☎ 058-
322-3567 に申し込み（初回利
用時は、小児科医師（院内）の
診察後より保育）
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1252

病児保育園「こあら」
28年度利用登録

　地方税法の改
正に伴い、平成
28 年 度 よ り 軽
自動車税の税率
を変更します。
詳細　税務課☎ 058-383-4703

【原動機付自転車、二輪車など】

【軽自動車】

【軽自動車（軽減税率）】

軽自動車の税率が
変わります

日時　3 月 5 日（土）　9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町 2）
対象　市内在住在学の小・中学生
費用　500 円
申込と詳細　2 月 25 日までに
市卓球協会・丹羽☎ 058-385-
0812

小・中学生
卓球講習会

　カンボジアでは、書き損じの
はがき 100 枚で 1 人が 1 年間寺
子屋の識字クラスに通え、9000
枚で寺子屋の設備がそろいま
す。収集にご協力ください。
受付期限　3 月 31 日まで
受付場所　市内幼稚園、小・中・
高・養護学校、ライフデザイン
センター、市役所総合案内など
備考　▽ 多数の場合は代表者
名を明記してください▽ 回収
希望の方はご連絡ください
詳細　各務原ユネスコ協会・高
井☎ 058-382-1514

書き損じはがきを
集めています

　貴重な樹木や樹林を、保存樹
木・樹林に指定し、管理報奨金
を交付しています。

【保存樹木の指定基準】
　樹容が美観上特に優れた健全
な樹木で、次のいずれかを満た
すもの ▽ 高さ 1.5m 地点の幹の
周囲が 1.2m 以上 ▽ 株立ちした
樹木で高さ 3m 以上

【保存樹林の指定基準】
　樹木が健全で、美観上特に優
れた 300 ㎡以上の樹林
申込と詳細　河川公園課☎ 05
8-383-1533

まちの緑を守ろう
保存樹木・樹林

日時　3 月 4 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方、または家族
内容　 ▽主に布をたたむ軽作業
体験 ▽就労個別相談（希望者）
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-
235-6080

障がい者就労体験・
就労相談

　利用者の減少により、市の霊
柩車事業は 3 月 31 日で廃止し
ます。4 月 1 日以降は、葬祭業
者へ手配をお願いします。
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4231

市の霊柩車事業を
廃止します

車種 平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原動機付自転車

50 ㏄以下 1000 円 2000 円
90 ㏄以下 1200 円 2000 円

125 ㏄以下 1600 円 2400 円
ミニカー 2500 円 3700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1600 円 2400 円

その他 4700 円 5900 円
軽二輪 250 ㏄以下 2400 円 3600 円

小型二輪 250 ㏄超 4000 円 6000 円

車種 ①現行税率 ②新税率 ③重課税率
軽三輪 3100 円 3900 円 4600 円

軽
四
輪

乗
用

営業用 5500 円 6900 円 8200 円
自家用 7200 円 1 万 800 円 1 万 2900 円

貨
物

営業用 3000 円 3800 円 4500 円
自家用 4000 円 5000 円 6000 円

①初度検査年月が平成 27 年 3 月以前の車両は現行税率を適用（③に該当するも
のを除く）
②初度検査年月が平成 27 年 4 月以後の車両は新税率を適用 ※ 排ガス性能および
燃費性能の優れた環境負荷の小さい車両については、平成 28 年度に限り軽減税
率が適用されます。下記の軽減税率表を参照
③初度検査年月から 13 年を経過したものについて、平成 28 年度課税分から重課
税率を適用（非けん引車を除く。平成 28 年度の対象は、初度検査年月が平成 14
年以前の車両）。
※初度検査年月は車検証に記載

車種 ア イ ウ
軽三輪 1000 円 2000 円 3000 円

軽
四
輪

乗
用

営業用 1800 円 3500 円 5200 円
自家用 2700 円 5400 円 8100 円

貨
物

営業用 1000 円 1900 円 2900 円
自家用 1300 円 2500 円 3800 円

ア電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
イ ▽乗用＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準＋
20％達成車 ▽貨物＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費
基準＋ 35％達成車
ウ ▽乗用＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成
車 ▽貨物＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋
15％達成車
※イおよびウについては、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動
車に限る

　原動機付自転車・オートバイ・
軽自動車などにかかる軽自動車
税は、4 月 1 日現在の所有者に
課税されます。4 月 2 日以降に
廃車手続きをしても、平成 28 年
度分の税金は全額納める必要が
あり、車を他人に譲った場合も
同様です。早めに廃車・名義変
更などの手続きをしてください。
廃車手続きの方法・受付場所は
種別により下記のとおりです。

【原動機付自転車（125cc 以下）、
小型特殊自動車（農 耕作業用
など）】
場所　市役所税務課
持参品　所有者の印鑑（同一世
帯以外の代理人が申請される場
合は委任状）、ナンバープレー
ト、標識交付証明書
備考　盗難にあった場合は、警
察へ被害届を出したうえで、所
有者の印鑑を持参して税務課へ
詳細　税務課☎ 058-383-4703

【軽自動車（三輪、四輪）】
備考　持参品など、詳細は下記
窓口へお尋ねください
詳 細　 軽 自 動 車 検 査 協 会 ☎
050-3816-1775

【二輪車（125cc 超）】
備考　持参品など、詳細は下記
窓口へお尋ねください
詳細　岐阜運輸支局☎ 050-5540-
2053

廃車手続きは
お早めに

　ネコ侵入防止装置
を試験用として 14
日間貸し出します。
対象　居住環境で、ネコの糞尿
などの被害を受けている市内在
住の方（一度借りた方は対象外）
申込と詳細　電話で予約をして
から申請用紙を環境政策課☎
058-383-4231

貸し出します
ネコ侵入防止装置

総合運動公園

エーザイ 思いやり橋

稲羽中学校

稲羽東
小学校

各務原大橋

県各務原
浄化センター

川島スポーツ公園

平成 28 年 1 月 31 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 43 件 － 3 件
死者 1 人 ± 0 人
負傷者 54 人 － 5 人
物損事故 451 件 ＋ 30 件
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

3 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 6 日（日）・13 日（日）・20 日（日）・
21 日（祝・月）・27 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

3 月の歯科救急当番

6 日（日）／かねみつ歯科医院☎ 058-383-8364 ／蘇原大島町 1
13 日（日）／都クリニック☎ 058-385-4838 ／鵜沼羽場町 5
20 日（日）／苅谷歯科医院☎ 058-382-0279 ／小佐野町 6
21 日（祝・月）／北山歯科医院☎ 058-384-4180 ／鵜沼西町 3
27 日（日）／いちょう通り歯科☎ 058-383-8030 ／蘇原瑞雲町 4
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　3 月 17 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 26 年3 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

2 歳児歯科教室

日時　 ▽ 3 月 4 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 3 月 11 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

ことばの相談

【マタニティー広場 1】
日時　3 月 24 日（木）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 28 年
7 月 1 日～ 9 月 30 日の妊婦
内容　参加者同士の交流、妊娠
中の体の変化・栄養と歯の健康

【マタニティー広場 3】
日時　3 月 18 日（金）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 28 年
5 月 1 日～ 6 月 30 日の妊婦
内容　赤ちゃんのお世話体験、先
輩親子との交流、子ども館の紹介

【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」、筆記用具、
電卓（マタニティー広場 1 のみ）
備考　 ▽夫の参加も可 ▽動きやす
い服装で参加 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

マタニティー広場

日 時　3 月 15 日（火）　9:30 ～
10:30
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
内容　生活習慣病などの健康相
談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要です
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

健康相談

　ヒトパピローマウイルス感染
症の予防接種後に症状が生じた
方に対し、県の相談窓口を開設
しました。
相談窓口　 ▽医療、救済などに
関すること＝県健康福祉部保健
医療課☎ 058-272-8860 ▽ 学校
生活に関すること＝県教育委員
会体育健康課☎ 058-272-8768
受付日時　月～金曜日　9:00 ～
17:00（祝日、年末年始を除く）
詳細　健康管理課☎ 058-383-111
5、学校教育課☎ 058-383-1798

ヒトパピローマ
ウイルス相談窓口

　赤ちゃんの成
長を、自分の目
で確認してみま
せんか。
期日 　3 月 25 日（金）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

のびのび測定

日時　3 月 10 日（木）　13:00 ～
14:30
場所　総合福祉会館 3 階会議室
3（那加桜町 2）
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

　こころの悩みをお持ちの方や
その家族に対し、精神科医師が
相談に応じます。
日時　3 月 14 日（月）　13:30 ～
15:00
場 所　市役所 4 階第 1 会議室

（那加桜町 1）
対象　市内在住でこころの悩み
をお持ちの方やその家族　
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神科医による
メンタルヘルス相談

テクノプラザ
CAD研修

【AutoCAD LT 応用】
期間　2 月 18 日～ 19 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【Auto CAD LT 基礎・応用（夜間
8 日間コース）】
期間　2 月 22 日～ 3 月 2 日（土・
日曜日を除く 8 日間）
費用　2 万 5920 円

【CATIA V5 アセンブリデザイン】
期間　2 月 25 日～ 26 日（2 日間）
費用　2 万 4480 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

【使ってください】

▽五月人形 ▽ソファ ▽ひな人形 ▽

座敷机 ▽ 2 段ベッ
ド ▽アイロン台

【さがしています】

▽ベビーベッド ▽自転車チャイ
ルドシート（後部用） ▽ ダブ
ルラジカセ ▽ ハイロ―ベッド・
チェア ▽ 自転車（婦人用）
備考　1 月 27 日現在の状況（一
部のみ掲載、詳しくは、市ウェ
ブサイトをご覧ください）
詳細　環 境 政 策 課 ☎ 058-383-
4230

登録はお電話で
不用品交換銀行

【救命入門コース、ｅラーニン
グ修了者用追加講習】
日 時　3 月 13 日（ 日 ）　9:00 ～
11:00、13:00 ～ 15:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1 ）
対象　市内在住、在勤、在学で
中学生以上
定員　20 人（申込順）
内容　心肺蘇生法、AED、気道
異物への対応
持参品　筆記用具、飲料水
備考　修了証を発行します
申込と詳細　3 月 11 日までに
電話で救急指令課☎ 058-382-
3596

受けよう！
救命講習

【申告と納税の期間】

▽所得税・復興特別所得税、贈
与税＝ 3 月 15 日まで ▽消費税・
地方消費税＝ 3 月 31 日まで

【確定申告が必要な方】　

　各種所得（事業所得、不動産
所得など）の合計額から所得控
除（配偶者控除、扶養控除、基
礎控除など）の額を差し引き、
その金額を基に算出した税額
が、配当控除と住宅借入金等特
別控除の合計額より多い場合

　 給与所得がある方は、次のい
ずれかに該当する場合 ▽給与の
収入金額が 2000 万円を超える
場合 ▽ 1 ヵ所から給与などの支
払いを受けており、給与所得お
よび退職所得以外の各種所得金
額の合計額が 20 万円を超える
場合 ▽ 2 カ所以上から給与など
の支払いを受けており、年末調
整された主たる給与以外の収入
金額と給与所得および退職所得
以外の各種所得金額との合計額
が 20 万円を超える場合

【土地や建物の譲渡所得】
　土地や建物を売ったときの譲
渡所得に対する課税を分離課税
といい、給与所得などの他の所
得と区別して計算します。ただ
し、確定申告の手続きは他の所
得と一緒に行うことになります。
　マイホームを売ったときや公
共事業などのために売った場合
などで、一定の要件を満たすと
きには、特別控除などの課税の
特例があります。課税の特例を
受けるためには、原則として確
定申告が必要です。
備考　産業文化センター、マー
サ 21 に確定申告会場を開設（詳
細は広報紙 1 月 15 日号参照）
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111、市役所市民税課☎ 058-
383-1114

確定申告は
正しくお早めに！
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カルチャー カルチャー

■第 8 回岐阜脳卒中市民公開講座
日時　2 月 20 日（土）　13:30 ～（開場 13:15 ～）
場所　文化ホール
詳細　日本脳卒中協会岐阜県支部・村瀬☎ 090-895
5-1207
■第 5 回文化部定期公演
日時　2 月 21 日（日）　13:10 ～（開場 12:40 ～）
場所　文化ホール
詳細　岐阜各務野高等学校☎ 058-370-4001
■市民会館ホワイエコンサート「～春をつげる～　
フルートとマリンバ 2 台によるコンサート」
日時　3 月 17 日（木）　12:30 ～（開場
12:00 ～）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順）
出演　瀬田なお子（フルート・写真上）、
桂山たかみ（マリンバ・写真中）、桃
井千佳子（マリンバ・写真下）
費用　300 円（中学生以下無料）
備考　未就学児も入場できます
申込と詳細　事前に電話などで市民会
館☎ 058-389-1818

C
U
LT
U
R
E

市民会館・文化ホールの
イベント・コンサート

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 2/15 ～ 19・22・29、3/7・14・22・23・28

A
R
T 気軽にお越しください

図書館 3 階  市民ギャラリー催し物

■バラに魅
み

せられて  クレイフラワー展
期間　3月1日～ 6 日　10:00～17:00（1 日は 15:00～、
6 日は 16:00 まで）
詳細　フェアリークレイフラワー・前田☎ 058-322-
8085
■第 18 回えのぐばこ生涯教室作品展
期間　3月8日～13日　10:00～17:30（8 日は14:00～、
13 日は 16:00 まで）
詳細　えのぐばこ・渡辺☎ 058-370-5842

B
O
O
K 気になる「旬」の本を紹介

図書館展示コーナー

■中央図書館　 ▽ 「防災・ボランティアの本展」＝
3 月 11 日まで ▽「見て、聞いて、知ってほしい！展」
＝ 2 月 20 日～ 3 月 11 日 ▽「もうすぐ春展」＝ 2
月 20 日～ 3 月 31 日
■川島ほんの家　「震災と原発」＝ 2 月 20 日～ 3
月 13 日
■もりの本やさん　 ▽「春のえほん」・「小学生から
読めるファンタジー」・「楽しいおうちのえほん」＝
2 月 20 日～ 3 月 31 日 ▽「新生活を応援する本」＝
2 月 20 日～ 5 月 12 日

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

3 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

2日
（水）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

3 日
（木）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

8 日
（火）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

9 日
（水）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

10 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

15 日
（火）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

16 日
（水）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

17 日
（木）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

24 日
（木）

那加地区体育館（9:30 ～）、【臨時開設】市民会館
駐車場（11:00 ～ 12:00）、柿沢ふれあいセンター

（14:30 ～）

25 日
（金）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

29 日
（火）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、 そ は ら ふ れ あ い セ ン タ ー そ ら ー ら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

30 日
（水）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。

【臨時開設】
　中央ライフデザインセンター図書室の休館に伴
い、3 月 24 日（木）に臨時の巡回を行います。
場所　市民会館駐車場（蘇原中央町 2）

日時　2 月 27 日（土）　14:00 ～ 15:00
場所　川島ほんの家  幼児コーナー
内容　 ▽ 季節にちなんだお話の読み聞かせ ▽ 牛乳
パックで、かわいい「ひなあられボックス」作り
対象　年少～小学生とその保護者（小学校低学年以
下は保護者同伴）
定員　工作のみ 15 人（申込順）
申込　工作参加希望者は、当日 9:00 ～
電話、または直接、川島ほんの家

K
ID
S ひなあられボックスを作ろう

「ひなまつりおはなし会」

☎ 0586-89-5610

川島ほんの家

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡ 2/15 ～ 19・22・29、3/7・14・22・23・28

期間　2 月 20 日～ 4 月 3 日
内容　絵本「100 かいだてのいえ」
や「くすのきだんちはなんかいだて」
のように、カードに描いたお部屋の
絵をつなげ、すてきな団地を完成させます。
備考　絵を描くためのカードは、期間中、カウンター
で配布します

K
ID
S みんなの絵で団地を作る！

「もりほんだんちはなんかいだて？」

☎ 058-370-7175

もりの本やさん

〒 509-0111 鵜沼字石山　日本ラインうぬまの森内
㊡ 2/15・19・22・29、3/7・14・22・23・28
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　風船を使って、簡単にかわいい動物や人形などを
作ります。
日時　3 月 12 日（土）　9:30 ～ 11:30
定員　30 人（申込順）
費用　高校生以上 450 円（受講料 300 円・材料費
150 円）、小中学生   300 円（受講料 150 円・材料
費 150 円）
申込　2 月 27 日　10:00 ～受講料を持参して西ライ
フデザインセンター（10:00 の時点で定員を超えた
場合は、その場で抽選）

■薬草講演会
　民間療法や、漢方で使われてきた「身近な薬草」
について、分かりやすくお話しします。
日 時　2 月 28 日、3 月 27 日　 い ず れ も 日 曜 日　
10:00 ～ 11:30
場所　内藤記念くすり博物館大ホール
講師　苅谷辰行・あいち健康の森薬草園管理責任者
■薬草栽培教室
　土づくりから種まき、植え付け、収穫までの管理
作業と利用方法を習得します。
日時　4 月～ 12 月の第 1 または第 3 土曜日　いず
れも　9:00 ～ 11:30（全 9 回）
対象　薬草に興味があり、毎月継続して参加するこ
とができる方
定員　40 人（抽選）
費用　3000 円（9 回分）
申込　2 月 28 日（必着）までに、はがきに「氏名、
ふりがな、年齢、住所、電話番号、薬草栽培教室参
加」と明記し、くすり博物館

西ライフ春の短期講座
「風船で作ろう  バルーンアート」

薬草について学びませんか
くすり博物館の講演会＆教室

西ライフデザインセンター

内藤記念くすり博物館

☎ 058-383-1121

☎ 0586-89-2101

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

〒501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日
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カルチャー カルチャー

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　プリザーブドフラワーを使って、春にピッタリの
コサージュを作りましょう。お子さんの卒園式や入
学式などにも大活躍します。
日時　3 月 12 日（土）　13:30 ～ 15:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
費用　受講料 300 円、材料費
1700 円
講師　衣斐祐佳・プリザーブド
フラワースクール Fulura 代表
備考　お子さんの同伴も可（講
座中は託児）
申込　3 月 1 日（必着）までに、｢ 講座名、参加者
の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴する方は
氏名、学年または年齢 ｣ を明記し ▽メール＝ chuol
ife@city.kakamigahara.gifu.jp、または往復はがきで
中央ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、
はがき 1 枚持参）

　今回のふるさと案内人は、「百十郎桜保全ボラン
ティア」の皆さんです。
　「百十郎桜」の歴史や日ごろの樹木の手入れの話
などを聞きながら、桜の名木を巡る 5 ㎞程度のウ
オーキングをしましょう。
日時　3 月 19 日（土）　9:00 ～ 12:00（少雨決行・
荒天時は翌日に順延）
場所　市民公園（那加門前町 3）集合
定員　20 人（抽選）
備考　小学生以下は保護者同伴
申込　3 月 8 日（必着）までに、｢ 講座名、参加者
全員の氏名、住所、電話番号、お子さんは学年また
は年齢 ｣ を明記し ▽メール＝ chuolife@city.kakamig
ahara.gifu.jp、または往復はがきで中央ライフデザ
インセンター ( 窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参 )

　「スマートフォンの使い方がよく分からない」と
いう方のための講座です。
　基本的な使い方や、L

ラ イ ン

INE・地図検索などのアプリ
の使い方などについて、高校生ボランティアが皆さ
んの質問にお答えします。
日時　3 月 12 日（土）　 10:00 ～ 12:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
申込　3 月 8 日までに、電話などで「氏名、電話番号、
スマートフォンの種類、主に質問したいこと」を中
央ライフデザインセンターへ
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子育てママのクラフト講座
「胸元を華やかに飾るコサージュづくり」

ふるさと探検講座
「百十郎桜ウオーク」

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日
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親子でチャレンジ！講座「巨大ねずみ・
ヌートリアってなんだ !?」

　外国から毛皮のために輸入され、野生化した巨大
なネズミ「ヌートリア」。水辺を中心に、市内にも
たくさんいます。専門家のお話をヒントに、実際に
探してみましょう。
日時　3 月 13 日（日）　 9:30 ～ 11:30 （雨天時は室
内のみ）
場所　いこいの広場・伊木の森（鵜沼字伊木山）
対象　年少～小学生の子どもと保護者
定員　20 人（抽選）
講師　青山まゆ・岐阜農林事務所  鳥獣被害対策専
門指導員（協力・金華山えこねっと）
申込　3 月１日（必着）までに、「講座名、郵便番号、
住所、参加者全員の氏名、子どもの学年、電話番号」
を 明 記 し ▽ メ ー ル ＝ chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp、または往復はがきで中央ライフデザインセ
ンター（窓口申込の場合は、はがき１枚持参）

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507 C
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あさひ子ども館との共同企画
「ママ＆ベビーヨガ」

「お味噌をつくろう
～お豆さんからつくる味噌づくり～」

ストラップを作ろう「羊毛フェルトで
ちくちく  フェルトクラフト」

焼きたてパンとデザートでブランチ
「安心！安全！手づくりパン」

　赤ちゃんとママが一緒にヨガをすることで、親子
の信頼関係を深めたり、エクササイズ効果も期待で
きるベビーヨガ。赤ちゃんとふれあいながら、産後
の体をシェイプアップしませんか。
日時　3 月 6 日（日）　10:00 ～ 11:30
対象　首が座ってから独り歩き前までの赤ちゃんと
母親
定員　24 組（申込順）
講師　古田奈穂
費用　300 円（受講料、当日支払）
持参品　運動のできる服装、バスタオル、飲料水、
ベビー用品
備考　帝王切開出産や持病がある方は、医師に相談
のうえ参加してください
申込　2 月 20 日　15:00 ～電話で東ライフデザイン
センター

　昔は、各家庭で作られていたお味噌。炊いた豆を
一粒ずつすり潰して作ります。おいしいお味噌（約
1 ㎏）ができあがるのをじっくり待ちましょう。
日時　3 月 12 日（土）　13:30 ～ 16:00　
定員　16 人（抽選）
講師　豊木玉枝
費用　1300 円（受講料 300 円、材料代 1000 円）
持参品　空のビール瓶、エプロン、三角巾など
申込　2 月 27 日　13:30 ～費用を添えて直接、東ラ
イフデザインセンター（13:30 の時点で定員を超え
た場合は、その場で抽選）

　羊毛フェルトを使って、携帯に便利なストラップ
付きの小物をちくちく手作りします。
日 時　3 月 12 日（ 土 ）　9:30 ～
12:00
定員　15 人（抽選）
講師　安藤ひとみ
費 用　1300 円（ 受 講 料 300 円、
材料代 1000 円）
申込　2 月 20 日　9:30 ～費用を添えて直接、東ラ
イフデザインセンター（9:30 の時点で定員を超え
た場合は、その場で抽選）

　手こねで作る基本のパンです。添加物なし、ちょっ
と体にいい材料で作ります。食べ切れない分はお持
ち帰りです。
日時　3 月 10 日・17 日・24 日　い
ずれも木曜日　9:30 ～ 13:00（全
3 回）
定員　16 人（抽選）
講師　中山陽子
費用　2400 円（受講料 900 円、材料代 1500 円）
申込　2 月 25 日　9:30 ～費用を添えて直接、東ラ
イフデザインセンター（9:30 の時点で定員を超え
た場合はその場で抽選）
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冬も「楽しい」がいっぱい！
アクア・トト ぎふのイベント

☎ 0586-89-8200

〒 501-6021 川島笠田町 1453 
㊡ 3/14

■清流のあかり
　美濃和紙あかりアート作
品を館内に展示。幻想的な
あかりの世界をお楽しみく
ださい。
期間　4 月 3 日まで
費用　入館料のみ
■トト・ウォーキング
　スタッフおすすめの水槽や生き物をチェック！ガ
イドシートを持って館内を歩き回ろう。
期間　3 月 31 日まで
費用　入館料のみ

【共通事項】
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（証明が
必要）、中・高校生 1100 円、小学生 750 円、幼児（3
歳以上）370 円

世界淡水魚園水族館アクア・トト ぎふ

〒 501-6021 川島笠田町
㊡第 2 月曜日（祝日の場合は翌日）
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■誰でもできるウッドバーニング
　特殊な電熱ペンを使って、木に絵や文字を描いた
オリジナル小物を作ります。
日時　3 月 5 日（土）・6 日（日）・13 日（日）・19 日（土）・
21 日（月・祝）・26 日～ 31 日　10:00 ～ 15:00
費用　400 円～

大人も子供も楽しめるクラフト体験
「おもしろ工房」

河川環境楽園 自然発見館
☎ 0586-89-7022

作品イメージ
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掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

小川たづ子さん｜永年にわたり、日本舞踊の保存・継承に尽力

体が続く限り、弟子の育成を続けたい
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KIDS in Kakamigahara

　

伝
統
文
化
の
保
存
や
振
興
、

後
継
者
の
育
成
に
資
す
る
た

め
、
永
年
に
わ
た
っ
て
伝
統
文

化
の
保
存
・
継
承
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
方
々
を
表
彰
す
る
「
県

伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰
」。
今

年
度
は
、「
日
本
舞
踊
」
に
取

り
組
む
、
小
川
た
づ
子
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

も
と
も
と
踊
る
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
小
川
さ
ん
は
、
25
歳
か

ら
日
本
舞
踊
を
始
め
、
60
年
。

40
歳
ま
で
家
元
の
も
と
で
熱
心

に
稽
古
し
名
取
に
。名
取
と
は
、

日
本
舞
踊
を
一
定
以
上
修
め
た

人
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で
、
小

川
さ
ん
は
芸
名
を
「
篠
塚
力り

き

智ち

津づ

」
と
し
、
弟
子
の
指
導
を
始

め
た
。
多
い
と
き
に
は
、
40
人

以
上
の
方
が
、
小
川
さ
ん
の
元

で
指
導
を
受
け
て
い
た
そ
う

だ
。
現
在
は
、
3
歳
～
80
歳
の

弟
子
10
人
が
、
指
導
を
受
け
て

い
る
。

　

小
川
さ
ん
が
、
弟
子
の
指
導

を
す
る
う
え
で
、
大
切
に
し
て

い
る
の
は
「
礼
儀
」。
日
本
舞

踊
の
基
本
と
な
る
も
の
な
の

で
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
厳
し

く
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
稽
古

は
全
て
個
別
指
導
で
、
所
作
の

コ
ツ
を
、
弟
子
と
一
緒
に
舞
っ

て
伝
え
た
り
、
舞
い
方
の
意
味

を
教
え
な
が
ら
指
導
し
た
り
す

る
。
弟
子
一
人
一
人
の
個
性
に

合
わ
せ
て
指
導
の
仕
方
を
変
え

て
い
る
た
め
、
弟
子
か
ら
は
、

「
先
生
は
と
こ
と
ん
教
え
て
く

れ
る
の
で
、
わ
か
り
や
す
い
」

と
、
評
判
だ
。

　

小
川
さ
ん
の
弟
子
に
は
、
3

歳
や
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も

い
る
。
大
人
と
比
べ
、
指
導
に

手
が
か
か
る
と
い
う
が
、「
日

本
の
伝
統
芸
能
に
親
し
ん
で
く

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
。

発
表
会
で
弟
子
の
舞
を
見
る
と

苦
労
な
ん
て
忘
れ
ま
す
」
と
、

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
「
体
が
続
く
限
り
、
１
０
０

歳
ま
で
元
気
に
、
後
継
者
の
育

成
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
小
川
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
が
誇

る
伝
統
芸
能
継
承
の
一
翼
を

担
っ
て
い
く
。

OGAWA Taduko
鵜沼東町在住。ボランティアで年
に 2 回、市内の福祉施設を訪問し、
舞踊を披露。入所者を喜ばせている。

魅せる～心のハーモニー～
稲羽中学校

「
子
ど
も
館
の
育
児
相
談
」

　

子
育
て
の
悩
み
を
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に

話
し
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に

な
れ
る
場
、
楽
に
な
っ
て
子
育

て
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
育
児

相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
ス
タ
ッ

フ
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
で
お
祝
い
し
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日（
水
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

２
月
１
日
～
28
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

３
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
「
魅
せ
る
～
心
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
～
」、
今
年
度
の
合
唱
発

表
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　

学
級
・
学
年
の
み
ん
な
の
心

を
あ
わ
せ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作

り
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
稲
中
の
魅
力
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

生
徒
会
を
中
心
に
い
く
つ
か
の

こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
が
他
の
学
年
と
の
交
流
で

し
た
。
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
機
会
を
も
ち
、
合
唱
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
合
唱
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
合
唱
の
取
り
組
み

の
中
で
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
私
の
学
級
で
も
、
や
る
気

が
な
く
、
声
が
出
て
い
な
か
っ

た
り
、
学
級
全
体
が
良
く
な
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
り
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
、
そ
ん
な
と
き
に
は
、

ク
ラ
ス
で
話
し
合
い
を
し
て
一

人
一
人
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と

で
、
学
級
全
員
の
気
持
ち
が
ひ

と
つ
に
な
り
、
さ
ら
に
良
い
合

唱
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
合
唱
発
表
会
当
日

は
、
ど
の
学
年
も
学
級
も
そ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
す
べ
て

を
出
し
、
精
い
っ
ぱ
い
歌
い
き

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
合
唱
に

本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら

で
す
。
ま
た
、
歌
い
な
が
ら
涙

の
こ
み
上
げ
た
生
徒
も
い
ま
し

た
。
取
り
組
み
の
中
で
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、

思
い
が
き
わ
ま
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

結
果
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

合
唱
発
表
会
ま
で
の
取
り
組
み

や
合
唱
に
対
す
る
気
持
ち
で
す
。

こ
の
合
唱
発
表
会
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
て
き
た
「
仲
間
の
思
い

に
応
え
る
」
姿
を
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
活
か
し
、
さ
ら
に

素
晴
ら
し
い
稲
羽
中
と
な
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

文
・
２
年   

進
藤
亜
美
さ
ん

　

私
た
ち
は
、
尾
崎
南
町
４
丁

目
周
辺
の
緑
化
推
進
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
清
潔
で
健
康
的
な

街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
13
年
５
月
に
設

立
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
15
人
で
、
毎

月
数
百
円
の
会
費
を
支
払
い
、

自
分
た
ち
で
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
町

内
北
側
山
林
の
斜
面
や
山
道
、

南
側
の
「
瞑
想
の
森
」
に
続
く

山
道
の
草
刈
り
、
雑
木
刈
り
、

そ
の
他
公
園
・
空
き
地
な
ど
の

整
備
で
す
。

　
「
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
」
と
、
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
私
た

ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
独
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
、
垣
根
や
庭
木

の
剪
定
な
ど
を
頼
ま
れ
て
、
き

れ
い
に
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

会
員
同
士
の
つ
な
が
り
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
作
業
後
に

は
軽
食
を
と
り
な
が
ら
、
み
ん

な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

し
、
絆
を
深
め
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
機
材
の
購
入
資
金
、

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な

ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
を
き
れ
い
に
し
、
皆
様
と
の

絆
を
深
め
る
た
め
に
も
、
長
く

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

活
動
日
　
毎
月
第
2
日
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

詳
細　

長
谷
川
☎
０
５
８
（
３

８
３
）４
５
０
８

尾崎南4緑化

推進ボランティア

日
程　

▽
か
わ
し
ま
＝
３
月
８

日（
火
）▽
さ
く
ら
＝
９
日（
水
）

▽
う
ぬ
ま
東
＝
14
日
（
月
）
▽

あ
さ
ひ
＝
15
日
（
火
）
▽
そ
は

ら
＝
16
日
（
水
）　

い
ず
れ
も

14
時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

３
月
の
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

　
初
心
者
の
子
も
、
丁
寧
に
教

え
て
も
ら
え
ま
す
。

日
程　

３
月
５
日　
（
土
）
　

13
時

30
分
～
15
時
30
分（
当
日
受
付
）

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階　

学
童
保
育
室
西

側
の
部
屋
（
蘇
原
野
口
町
1
）

備
考　

保
護
者
の
参
加
も
可
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
と
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
が
大
好
き
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
菓
子
を
作
る
職
人
で
す
。

　

蘇
原
瑞
穂
町
の
洋
菓
子
店
で
は
、
シ
ョ
コ

ラ
テ
ィ
エ
の
柴
田
み
ど
り
さ
ん
が
大
活
躍
。

お
店
で
扱
う
何
万
個
も
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓

子
を
、
１
人
で
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
柴
田
さ
ん
が
、
最
も
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
、作
業
時
の
温
度
。温
め
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
「
ト
ラ
ン

ペ
」
の
作
業
で
は
、
正
確
な
温
度
を
測
る
た

め
、
数
分
お
き
に
温
度
計
を
使
用
し
ま
す
。

同
時
に
、
室
温
に
も
気
を
配
り
、
常
に
最
適

な
温
度
を
保
つ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」。
温

め
ら
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
中
に
は
、
そ
ん

な
職
人
の
思
い
が
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

FILE №　046

ショコラティエ
（しょこらてぃえ）

　12 月 26 日～ 27 日、少年自然の家で小中学生
を対象に「集まれ！冬遊び隊」が開催されました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
冬、子どもたちがテントで 1泊して活動すると
いうびっくりのイベントでした。内容は日頃体験
できないもので、寝るテントや食事を自分たちの
手で作り、伊木山に登ったり、餅をついたり、た
こ揚げをしたりする野性味にあふれたものでし
た。子どもたちは、喜々として楽しんでいました。

キムチ鍋とともに市の魅力を PR おいしい給食でエネルギー満タン！

みんなで守る！地域の文化財

移住・交流＆地域おこしフェア 桜丘中「食育マイスター賞」

文化財防火デー防災訓練集まれ！冬遊び隊

　1月 16 日、東京で開催された地域の魅力発信
イベントに、各務原の飲食ブースが登場しました。
　イベントは総務省などが主催したもので、全国
から選ばれた 8ブースのひとつとして、各務原キ
ムチ鍋や各務原キムチなどを販売しました。
　当日は、商品がすべて完売するほどの盛況で、
初めて各務原キムチ鍋を食べたという都内の女性
は、「まろやかでおいしい。移住にも興味があり
ます」と、市に興味を引かれていました。

　桜丘中学校で、生徒が考案した献立が給食のメ
ニューに登場しました。
　3年生 3人が考案したこのメニューは、鶏肉の
トマト煮や岐阜野菜の味噌汁など、疲労回復に効
果的な食材を多く使用し、地産地消や彩りにも配
慮した自信作。12 月に行われた「中学生学校給
食選手権」で「食育マイスター賞」を受賞しました。
　1月 26 日の給食で全校生徒が味わい、優しさあ
ふれる献立にお腹と元気がいっぱいになりました。

　各務おがせ町にある地歌舞伎舞台「村国座」。
毎年秋に子供歌舞伎が上演されるこの舞台は、国
の重要有形民俗文化財に指定されています。
　この貴重な文化財を火災などから守るため、1
月 26 日の「文化財防火デー」に合わせ、防災訓
練が行われました。当日は、地元自治会による通
報訓練に始まり、バケツリレーや消防本部による
放水訓練などを実施。真剣な訓練を通じ、それぞ
れ防災への思いを新たにしました。　（1月24日）

し
」
と
い
う
寒
風
に
身
を
晒さ
ら

し
て
の
孤
独
な

作
業
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
竹
男
は
こ
の
仕
事
を
決
し
て
辛

い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
ひ
た

す
ら
に
麦
の
株
を
踏
み
続
け
る
と
い
う
だ
け

の
単
純
極
ま
り
な
い
作
業
だ
が
、
そ
れ
だ
け

に
何
か
考
え
事
を
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い

時
間
と
な
っ
た
。

（
な
ん
で
地
主
と
小
作
が
あ
る
の
や
。
な
ん

で
そ
う
な
っ
た
ん
や
）

　
手
拭
い
で
頬ほ

お
か
ぶ被
り
し
て
両
手
を
腰
の
後
ろ

に
組
ん
で
麦
を
踏
み
な
が
ら
、
見
渡
す
限
り

に
広
が
る
麦
田
の
中
で
竹
男
は
漠
然
と
考
え

た
。

― 

つ
づ
く

16

　
冷
た
い
せ
ん
べ
い
布
団
に
ほ
の
か
な
温
み

が
付
い
た
頃
に
は
昼
間
の
農
作
業
の
疲
れ

で
、
竹
男
は
あ
っ
と
い
う
間
の
白し

ら
か
わ河
夜よ

舟ふ
ね

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
翌
朝
も
夜
が
明
け
ぬ
う

ち
に
起
き
出
す
と
い
う
習
慣
が
す
っ
か
り
身

に
付
い
て
し
ま
っ
た
。

　
広
畑
に
あ
る
田
ん
ぼ
に
急
ぐ
竹
男
は
、
左

右
に
広
が
る
麦
田
を
眺
め
つ
つ
呟
い
た
。

（
今
日
も
天
気
が
良
さ
そ
う
や
。
朝
の
う
ち

は
風
も
無
い
が
、
ま
た
昼
か
ら
は
伊い

吹ぶ
き

お
ろ

し
が
出
そ
う
や
な
）

　
二
寸
程
に
伸
び
た
麦
は
青
々
と
し
て
い

た
。
そ
れ
を
一
株
ず
つ
踏
む
の
が
今
日
の
仕

事
だ
っ
た
。
晩
秋
に
種
を
蒔
い
た
麦
は
、
少

し
伸
び
た
冬
の
間
に
一
度
踏
ん
で
や
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
強
い
茎
と
な
り
丈
夫
に
育

つ
。
し
た
が
っ
て
一
般
に
麦
踏
み
と
呼
ぶ
こ

の
作
業
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
冬
の
仕
事

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
は
西
に
聳そ

び

え
る

伊
吹
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
通
称
「
伊
吹
お
ろ

【これまでのあらすじ】大正7年（1918年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校を卒業した平田竹男は、友人の毅・兵頭と「10年
　　　　　　　　　　後に集まろう」と約束する。ある日、家業である農家の仕事に追われる竹男に、兵頭からはがきが届き…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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パッチワーク  

「フラワーバスケット」

もともと手芸が好きで、興味があったパッチワーク。20

年前にサークルを立ち上げ、そのメンバーとおしゃべり

しながら作るのが楽しみの 1つです。

「どんな色を合わせていくか」を考えるのは難しいですが、

常にでき上がりを想像して作っています。これからは、

もっと大きな作品にも挑戦したいです。 中尾清美さん
（那加楽天地町）

CITY
GALLERY

端切れをつなげて、1 つの作品に

足立　波
な お と

音ちゃん（H24.7.9 生）

　　　奈
な な

那ちゃん（H24.7.9 生）

すべり台と食べることが大好き。たくさん食

べて、いっぱい遊んで、元気に大きくなあれ！

（和浩さん・英美子さん、那加幸町）

これからも 2人仲良しなきょうだいでいて

ね！大好きだよ。

（一樹さん・弥生さん、各務西町）

今尾　春
はると

斗ちゃん（H26.4.25 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8409 人（男　7万 3377 人・女　7万 5032 人）

世帯｜ 5万 7762 世帯　　　　　平成 28 年 1月 1日現在
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